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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年5月14日(2014.5.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（１）：
［Ｙ１ＳＧ１ＳｉＺθ］ｍ［Ｙ２ＳＧ２ＳｉＺθＺβ］ｎ［Ｙ３ＳＧ３ＳｉＺβ

３］ｏ［
Ｙ４ＳＧ４ＳｉＺβ

２Ｘ］ｐ［Ｙ５ＳＧ５ＳｉＺβＸ２］ｑ［Ｘ］ｒ　（１）
〔式中、
　Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４およびＧ５の各々は独立して、アルキレン基、アルケニレン基
、アリーレン基およびアラルキレン基からなる群より選択される、１５個までの炭素原子
を含有するヒドロカルビレン基であり；
　Ｘの各々は独立して、－Ｒ、－ＯＲ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｈ－Ａ２Ｇ６（ＯＨ）（Ｏ
－）、Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（ＯＨ）Ｏ－および［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２］２Ｇ
６Ｏ－からなる群より選択され、ここで、Ａ１の各々は独立して、Ｒ１とカルボニル基の
間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ａ２の各々は独
立して、Ｇ６とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－より選択さ
れ；Ｒの各々は独立して、１２個までの炭素原子を含有する直鎖、環状および分岐の、ア
ルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；Ｒ１

の各々は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する直鎖、環状もしくは分
岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択さ
れ；Ｒ２の各々は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状
もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群
より選択され；Ｒ３の各々は独立して、水素、および１から２９個までの炭素原子を含有
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する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基、およびアラ
ルキル基からなる群より選択され；そして、Ｇ６は独立して３から１５個の炭素原子のヒ
ドロカルビレン基であり；
　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、Ｙ４およびＹ５の各々は独立して、水素およびアシル基、Ｒ３Ｃ（
＝Ｏ）－より選択され、ここでＲ３の各々は独立して、水素、および３０個までの炭素原
子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基、お
よびアラルキル基からなる群より選択され；
　Ｚβの各々は二つのケイ素原子の間の架橋構造を形成し、［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ
６（Ｏ－）２］０．５および［Ｈ－Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２］０．５からなる群より選択され
、ここでＡ１の各々は独立して、Ｒ１とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子およ
び－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ａ２の各々は独立して、Ｇ６とカルボニル基の間
の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ｒ１の各々は独立
して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アル
キル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；それぞ
れのＲ２は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしく
は分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選
択され；そして、Ｇ６の各々は独立して、３から１５個の炭素原子のヒドロカルビレン基
であり；
　Ｚθの各々は、ケイ素原子と環状構造を形成し、独立して、Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ
６（Ｏ－）２およびＨ－Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２からなる群より選択され、ここでＡ１の各々
は独立して、Ｒ１とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からな
る群より選択され；Ａ２の各々は独立して、Ｇ６とカルボニル基の間の共有化学結合、酸
素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ｒ１の各々は独立して、水素、および
１から１８個の炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニ
ル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；Ｒ２の各々は独立して、
水素、および１から１８個の炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル
基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；そしてＧ６

の各々は独立して、３から１５個の炭素原子のヒドロカルビレン基であり；
　下付文字ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、ｑおよびｒの各々は独立して整数であり、ここでｍは０もし
くは１であり;ｎは０から１８であり；ｏは０から２０であり；およびｐは０から２０で
あり；ｑは０から２０であり；およびｒは０もしくは１であり、但し
（ｉ）ｍが１であるとき、ｒが１でありかつｎ＋ｏ＋ｐ＋ｑは０である。
（ｉｉ）ｍが０であるとき、ｒが０でありかつｎ＋ｏ＋ｐ＋ｑは２と等しいかもしくは２
より大きい。
そして
（ｉｉｉ）シランは、構造［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２］０．５のＺβの少
なくとも一つもしくは構造Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２のＺθの少なくとも一
つを含有する。
という条件である〕
の硫黄含有シラン。
【請求項２】
　Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４およびＧ５の各々が独立して、１から６個の炭素原子の直鎖も
しくは分岐の、アルキレン基を含有するヒドロカルビレン基であり；Ｘの各々が独立して
、－Ｒ、［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２］２Ｇ６Ｏ－およびＲ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（Ｏ
Ｈ）Ｏ－からなる群より選択され、ここでそれぞれのＡ１がＲ１とカルボニル基の間の共
有結合であり；それぞれのＡ２が酸素原子であり；それぞれのＲが独立して１から６個の
炭素原子を含有する直鎖アルキル基であり；それぞれのＲ１が独立して２から１２個の炭
素原子を含有するアルキル基であり；それぞれのＲ２が独立して水素、および１から６個
の炭素原子を含有するアルキル基からなる群より選択され；そしてＧ６が独立して３から
６個の炭素原子の三価のアルキレン基であり、アルカンより誘導されると考えられ；
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　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、Ｙ４およびＹ５の各々が独立して、水素およびアシル基、Ｒ３Ｃ（
＝Ｏ）－より選択され、ここでＲ３が６から１２個の炭素原子のアルキル基であり；
　Ｚβの各々が二つのケイ素原子の間の架橋構造を形成し、独立して［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ
）Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２］０．５であり、ここでそれぞれのＡ１が独立して、Ｒ１とカルボ
ニル基の間の共有化学結合からなる群より選択され；それぞれのＡ２が酸素であり；それ
ぞれのＲ１が独立して、２から１２個までの炭素原子を含有するアルキル基であり；そし
て、それぞれのＧ６が独立して、３から６個の炭素原子の三価のアルキレン基であり、ア
ルカンから誘導されると考えられ；
　Ｚθの各々が、ケイ素原子と環状構造を形成し、独立して、Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ
６（Ｏ－）２であり、ここでそれぞれのＡ１が独立して、Ｒ１とカルボニル基の間の共有
化学結合からなる群より選択され；それぞれのＡ２が酸素原子であり；それぞれのＲ１が
独立して、２から１２個までの炭素原子を含有するアルキル基であり；そしてＧ６が独立
して、３から６個の炭素原子の三価のアルキレン基であり、アルカンより誘導される、
請求項１に記載の硫黄含有シラン。
【請求項３】
　ｍが１であり、ｒが１であり、そしてｎ＋ｏ＋ｐ＋ｑが０である、請求項１に記載の硫
黄含有シラン。
【請求項４】
　ｍが０であり、ｒが０であり、そしてｎ＋ｏ＋ｐ＋ｑが２と等しいかもしくは２より大
きい、請求項１に記載の硫黄含有シラン。
【請求項５】
　Ｘが［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２］２Ｇ６Ｏ－およびＲ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（ＯＨ
）Ｏ－であり、ここでそれぞれのＡ１がＲ１とカルボニル基の間の共有結合であり；それ
ぞれのＡ２が酸素原子であり；それぞれのＲが独立して１から６個の炭素原子を含有する
直鎖アルキル基であり；それぞれのＲ１が独立して２から１２個の炭素原子を含有するア
ルキル基であり；それぞれのＲ２が独立して、水素、および１から６個の炭素原子を含有
するアルキル基からなる群より選択され；そしてＧ６が独立して３から６個の炭素原子の
三価のアルキレン基であり、アルカンより誘導される、請求項１に記載の硫黄含有シラン
。
【請求項６】
　Ｒ１がオクチルでありそしてＧ６がＣＨ３ＣＨ２Ｃ（ＣＨ２－）３である、請求項５に
記載の硫黄含有シラン。
【請求項７】
　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、Ｙ４およびＹ５が水素である、請求項１に記載の硫黄含有シラン。
【請求項８】
　ヘキサン酸２－（３－ブチリルスルファニル－プロピル）－５－エチル－２－メチル－
［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、ヘキサン酸２－（３－ブチリルス
ルファニル－プロピル）－５－エチル－２－エトキシ－［１，３，２］ジオキサシリナン
－５－イルエステル、ヘキサン酸２－（３－ブチリルスルファニル－プロピル）－２－（
３－ヘキサノイルオキシ－４－ヒドロキシ－プロポキシ）－［１，３，２］ジオキサシリ
ナン－５－イルエステル、オクタン酸２－（３－ヘキサノイルオキシメチル－４－ヒドロ
キシ－３－メチル－プロポキシ）－２－（３－ヘキサノイルスルファニル－プロピル）－
５－メチル－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルメチルエステル、オクタン酸２
－（３－ヘキサノイルオキシメチル－４－ヒドロキシ－３－メチル－プロポキシ）－２－
（３－メルカプト－プロピル）－５－メチル－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イ
ルメチルエステル、２－エチル－ヘキサン酸２－［３－（２－エチル－ヘキサノイルオキ
シメチル）－４－ヒドロキシ－３－メチル－プロポキシ］－２－［３－（２－エチル－ヘ
キサノイルスルファニル）－プロピル］－５－メチル－［１，３，２］ジオキサシリナン
－５－イルメチルエステル、２－エチル－ヘキサン酸２－［４－（２－エチル－ヘキサノ
イルオキシ）－３－メチル－ブトキシ］－２－［３－（２－エチル－ヘキサノイルスルフ
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ァニル）－プロピル］－５－メチル－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルメチル
エステル、オクタン酸５－エチル－２－（３－メルカプト－プロピル）－２－メチル－［
１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン酸２－エトキシ－５－エチ
ル－２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエ
ステル、オクタン酸２－（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ）－５－エチル－
２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステ
ル、オクタン酸５－エチル－２－（２－ヒドロキシメチル－２－オクタノイルオキシメチ
ル－ブトキシ）－２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン
－５－イルエステル、オクタン酸２－（２，２－ビス－オクタノイルオキシメチル－ブト
キシ）－５－エチル－２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリ
ナン－５－イルエステル、オクタン酸２－（２，２－ビス－オクタノイルオキシメチル－
ブトキシ）－５－エチル－２－（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－［１，３
，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン酸５－エチル－２－（２－ヒドロ
キシメチル－２－オクタノイルオキシメチル－ブトキシ）－２－（３－オクタノイルスル
ファニル－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン
酸５－エチル－２－｛２－［５－エチル－５－ヒドロキシメチル－２－（３―メルカプト
－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシメチル］－２－オクタ
ノイルオキシメチル－ブトキシ｝－２－（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－
［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン酸５－エチル－２－｛２
－［５－エチル－５－オクタノイルオキシメチル－２－（３－オクタノイルスルファニル
－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシメチル］－２－オクタ
ノイルオキシメチル－ブトキシ｝－２－（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－
［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタンチオ酸３－（５－エチル
－２－｛２－エチル－４－（３－エチル－３－メチル－ヘプタノイルアミノ）－２－（オ
クタノイルアミノ－メチル）－３－［２－（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）
－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシ］－ブトキシ｝－５－オクタノイル
アミノ－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イル）－プロピルエステル、オクタンチ
オ酸３－（５－エチル－２－｛２－エチル－４－ヘキシルオキシカルボニルオキシ－２－
ヘキシルオキシカルボニルオキシメチル－３－［２－（３－オクタノイルスルファニル－
プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシ］－ブトキシ｝－５－ヘ
キシルオキシカルボニルオキシメチル－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イル）－
プロピルエステル、オクタンチオ酸３－（５－エチル－２－｛２－エチル－４－ヘキシル
カルバモイルオキシ－２－ヘキシルカルバモイルオキシメチル－３－［２－（３－オクタ
ノイルスルファニル－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシ］
－ブトキシ｝－５－ヘキシルカルバモイルオキシメチル－［１，３，２］ジオキサシリナ
ン－２－イル）－プロピルエステル、オクタンチオ酸３－（５－エチル－２－｛２－エチ
ル－４－ヘキシルカルバモイルオキシ－２－ヘキシルカルバモイルオキシメチル－３－［
２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシ
］－ブトキシ｝－５－ヘキシルカルバモイルオキシメチル－［１，３，２］ジオキサシリ
ナン－２－イル）－プロピルエステル、酢酸２－［エトキシ－（４－メルカプト－ブチル
）－メチル－シラニルオキシメチル］－２－［エトキシ－（３－メルカプト－プロピル）
－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、Ｎ－｛２－［エトキシ－（４－メ
ルカプト－ブチル）－メチル－シラニルオキシメチル］－２－［エトキシ－（３－メルカ
プト－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチル｝－アセトアミド、炭酸２
－［エトキシ－（４－メルカプト－ブチル）－メチル－シラニルオキシメチル］－２－［
エトキシ－（３－メルカプト－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチルエ
ステルプロピルエステル、チオ酢酸Ｓ－［３－（エトキシ－｛２－［エトキシ－（４－メ
ルカプト－ブチル）－メチル－シラニルオキシメチル］－２－プロポキシカルボニルオキ
シメチル－ブトキシ｝－メチル－シラニル）－プロピル］エステル、チオ酢酸Ｓ－［３－
（エトキシ－｛２－［エトキシ－（４－メルカプト－ブチル）－エトキシ－シラニルオキ
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シメチル］－２－プロポキシカルボニルオキシメチル－ブトキシ｝－エトキシ－シラニル
）－プロピル］エステル、酢酸２－｛２－アセトキシメチル－２－［｛２－アセトキシメ
チル－２－［エトキシ－（３－メルカプト－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル
］－ブトキシ｝－（３－アセチルスルファニル－プロピル）－メチル－シラニルオキシメ
チル］－ブトキシ｝－５－エチル－２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］
ジオキサシリナン－５－イルメチルエステル、オクタン酸２－｛２－オクタノイルオキシ
メチル－２－［｛２－オクタノイルオキシメチル－２－［エトキシ－（３－メルカプト－
プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブトキシ｝－（３－オクタノイルスルフ
ァニル－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブトキシ｝－５－エチル－２－
（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルメチルエス
テル、酢酸２－［｛２－アセトキシメチル－２－［エトキシ－（３－メルカプト－プロピ
ル）－エトキシ－シラニルオキシメチル］－ブトキシ｝－（３－アセチルスルファニル－
プロピル）－エトキシ－シラニルオキシメチル］－２－［エトキシ－（３－メルカプト－
プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、酢酸２－［｛２－アセ
トキシメチル－２－［エトキシ－（３－メルカプト－プロピル）－メチル－シラニルオキ
シメチル］－ブトキシ｝－（３－アセチルスルファニル－プロピル）－メチル－シラニル
オキシメチル］－２－［（３－アセチルスルファニル－プロピル）－エトキシ－メチル－
シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、オクタン酸２－［｛２－オクタノイルオキシ
メチル－２－［エトキシ－（３－メルカプト－プロピル）－エトキシ－シラニルオキシメ
チル］－ブトキシ｝－（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－メチル－シラニル
オキシメチル］－２－［（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－ジエトキシ－シ
ラニルオキシメチル］－ブチルエステル、酢酸２，２－ビス－［（３－アセチルスルファ
ニル－プロピル）－（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ）－メチル－シラニル
オキシメチル］－ブチルエステル、酢酸２，２－ビス－［（３－アセチルスルファニル－
プロピル）－（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ）－エトキシ－シラニルオキ
シメチル］－ブチルエステル、オクタン酸２－［（３－オクタノイルスルファニル－プロ
ピル）－（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ）－エチル－シラニルオキシメチ
ル］－２－［（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ）－（３－メルカプト－プロ
ピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、オクタン酸２－［（３－オ
クタノイルスルファニル－プロピル）－エトキシ－（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－
ブトキシ）－シラニルオキシメチル］－２－［（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブト
キシ）－（３－メルカプト－プロピル）－エトキシ－シラニルオキシメチル］－ブチルエ
ステル、およびオクタン酸２－［エトキシメチル－（２，２－ビス－オクタノイルオキシ
メチル－ブトキシ）－（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－シラニルオキシメ
チル］－２－［（２，２－ビス－オクタノイルオキシメチル－ブトキシ）－（３－メルカ
プト－プロピル）－エトキシ－シラニルオキシメチル］－ブチルエステルからなる群より
選択される少なくとも一つのシランである、請求項１に記載の硫黄含有シラン。
【請求項９】
　ａ）一般式（２）、（３）、（４）、（５）および（６）の少なくとも一つの硫黄含有
シラン：
　　（Ｙ１Ｓ）－Ｇ１－（ＳｉＸ１Ｘ２Ｘ３）　　（２）
　　（Ｙ２Ｓ）－Ｇ２－（ＳｉＸ１Ｘ２Ｘ３）　　（３）
　　（Ｙ３Ｓ）－Ｇ３－（ＳｉＸ１Ｘ２Ｘ３）　　（４）
　　（Ｙ４Ｓ）－Ｇ４－（ＳｉＸ１Ｘ２Ｘ３）　　（５）
　　（Ｙ５Ｓ）－Ｇ５－（ＳｉＸ１Ｘ２Ｘ３）　　（６）
〔式中、
　Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４およびＧ５の各々は独立して、アルキレン基、アルケニレン基
、アリーレン基およびアラルキレン基からなる群より選択される、１から１５個までの炭
素原子を含有するヒドロカルビレン基であり；
　Ｘ１の各々は独立して、－Ｃｌ、－Ｂｒ、Ｒ３Ｏ－、Ｒ３Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、Ｒ３

２Ｃ＝
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ＮＯ－およびＲ３
２ＮＯ－からなる群より選択され、ここで、それぞれのＲ３は独立して

、水素、および３０個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル
基、アルケニル基、アリール基、およびアラルキル基からなる群より選択され；
　Ｘ２およびＸ３の各々は独立して、－Ｃｌ、－Ｂｒ、Ｒ３Ｏ－、Ｒ３Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、
Ｒ３

２Ｃ＝ＮＯ－、Ｒ３
２ＮＯ－およびＲからなる群より選択され、ここでＲの各々は独

立して、１から１２個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル
基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され、そしてＲ３

の各々は独立して、水素、および３０個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状および分
岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基、およびアラルキル基からなる群より選択
され；
　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、Ｙ４およびＹ５の各々は独立して、水素、およびアシル基、Ｒ３Ｃ
（＝Ｏ）－からなる群より選択され、ここでＲ３の各々は独立して、水素、および３０個
までの炭素原子を含有する、直鎖、環状および分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリ
ール基、およびアラルキル基からなる群より選択される〕
と、
ｂ）一般式（７）：
　　Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（ＯＨ）２　　（７）
〔式中、Ａ１は、Ｒ１とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－か
らなる群より選択され；Ａ２は、Ｇ６とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子およ
び－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ｒ１は、水素、および１８個までの炭素原子を含
有する、直鎖、環状および分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラル
キル基からなる群より選択され；Ｒ２は水素、および１８個までの炭素原子を含有する、
直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基
からなる群より選択され；そして、Ｇ６は、３から１５個の炭素原子のヒドロカルビレン
基である〕
のジヒドロキシル含有化合物の一つもしくはそれ以上と反応させ、式（１）の硫黄含有シ
ランを作製するステップを含有するプロセスによって調製される、請求項１に記載の一般
式（１）の硫黄含有シランを調製するためのプロセス。
【請求項１０】
　式（２）から（６）までの硫黄含有シランが
一般式（８）：
　　［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２］２Ｇ６ＯＨ　　（８）
〔式中、Ａ１の各々は独立して、Ｒ１とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子およ
び－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ａ２の各々は独立して、Ｇ６とカルボニル基の間
の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ｒ１の各々は独立
して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アル
キル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；Ｒ２の
各々は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分
岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択さ
れ；そしてＧ６は、３から１５個の炭素原子のヒドロカルビレン基である〕
の一つもしくはそれ以上のモノヒドロキシル含有化合物とさらに反応する、請求項９に記
載のプロセス。
【請求項１１】
　式（２）から（６）までの硫黄含有シランが一般式（９）：
　　Ｈ－Ａ２Ｇ６（ＯＨ）２　　（９）
〔式中、Ａ２は、酸素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ｒ２は、水素、お
よび１０個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状および分岐の、アルキル基、アルケニ
ル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；そしてＧ６は独立して、
３から１５個の炭素原子のヒドロカルビレン基である〕
の一つもしくはそれ以上のジヒドロキシル－および／もしくはトリヒドロキシル－含有化
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合物とさらに反応する、請求項９に記載のプロセス。
【請求項１２】
　前記プロセスが、
ａ）薄膜反応器中で、式（２）、（３）、（４）、（５）および／もしくは（６）のシラ
ンの少なくとも一つを含有する反応混合物と、少なくとも一つの式（７）の、そして任意
選択で式（８）および／もしくは（９）の、ポリヒドロキシ含有化合物とを反応させ、そ
して任意選択でエステル交換触媒と反応させ、環状および／もしくは架橋ジアルコキシ基
を含有するシランと副産物のモノアルコールとを提供するステップであって、ここで前記
反応混合物が薄膜である、ステップ；
ｂ）薄膜から副産物のモノアルコールを揮発させ反応を推進するステップ；
ｃ）任意選択で副産物のモノアルコールを回収するステップ；
ｄ）反応産物を回収するステップ；
ｅ）任意選択で、反応混合物を中和し、その中のシラン産物の貯蔵安定性を向上させるス
テップ
を含有する連続操作によって実施される、請求項９に記載のプロセス。
【請求項１３】
　０から２００℃の範囲の温度で、そして絶対気圧が１３．３Ｐａから２６６．６ｋＰａ
に保たれて前記反応が実施される、請求項９に記載のプロセス。
【請求項１４】
　触媒として効果のある量の少なくとも一つのエステル交換触媒の存在下で行われる、請
求項９のプロセス。
【請求項１５】
　前記プロセスが、ヘキサン酸２－（３－ブチリルスルファニル－プロピル）－５－エチ
ル－２－メチル－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、ヘキサン酸２－
（３－ブチリルスルファニル－プロピル）－５－エチル－２－エトキシ－［１，３，２］
ジオキサシリナン－５－イルエステル、ヘキサン酸２－（３－ブチリルスルファニル－プ
ロピル）－２－（３－ヘキサノイルオキシ－４－ヒドロキシ－プロポキシ）－［１，３，
２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン酸２－（３－ヘキサノイルオキシメ
チル－４－ヒドロキシ－３－メチル－プロポキシ）－２－（３－ヘキサノイルスルファニ
ル－プロピル）－５－メチル－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルメチルエステ
ル、オクタン酸２－（３－ヘキサノイルオキシメチル－４－ヒドロキシ－３－メチル－プ
ロポキシ）－２－（３－メルカプト－プロピル）－５－メチル－［１，３，２］ジオキサ
シリナン－５－イルメチルエステル、２－エチル－ヘキサン酸２－［３－（２－エチル－
ヘキサノイルオキシメチル）－４－ヒドロキシ－３－メチル－プロポキシ］－２－［３－
（２－エチル－ヘキサノイルスルファニル）－プロピル］－５－メチル－［１，３，２］
ジオキサシリナン－５－イルメチルエステル、２－エチル－ヘキサン酸２－［４－（２－
エチル－ヘキサノイルオキシ）－３－メチル－ブトキシ］－２－［３－（２－エチル－ヘ
キサノイルスルファニル）－プロピル］－５－メチル－［１，３，２］ジオキサシリナン
－５－イルメチルエステル、オクタン酸５－エチル－２－（３－メルカプト－プロピル）
－２－メチル－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン酸２－エ
トキシ－５－エチル－２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリ
ナン－５－イルエステル、オクタン酸２－（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ
）－５－エチル－２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン
－５－イルエステル、オクタン酸５－エチル－２－（２－ヒドロキシメチル－２－オクタ
ノイルオキシメチル－ブトキシ）－２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］
ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン酸２－（２，２－ビス－オクタノイルオ
キシメチル－ブトキシ）－５－エチル－２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，
２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン酸２－（２，２－ビス－オクタノイ
ルオキシメチル－ブトキシ）－５－エチル－２－（３－オクタノイルスルファニル－プロ
ピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン酸５－エチル－
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２－（２－ヒドロキシメチル－２－オクタノイルオキシメチル－ブトキシ）－２－（３－
オクタノイルスルファニル－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエ
ステル、オクタン酸５－エチル－２－｛２－［５－エチル－５－ヒドロキシメチル－２－
（３―メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシメチ
ル］－２－オクタノイルオキシメチル－ブトキシ｝－２－（３－オクタノイルスルファニ
ル－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタン酸５－
エチル－２－｛２－［５－エチル－５－オクタノイルオキシメチル－２－（３－オクタノ
イルスルファニル－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシメチ
ル］－２－オクタノイルオキシメチル－ブトキシ｝－２－（３－オクタノイルスルファニ
ル－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルエステル、オクタンチオ酸
３－（５－エチル－２－｛２－エチル－４－（３－エチル－３－メチル－ヘプタノイルア
ミノ）－２－（オクタノイルアミノ－メチル）－３－［２－（３－オクタノイルスルファ
ニル－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシ］－ブトキシ｝－
５－オクタノイルアミノ－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イル）－プロピルエス
テル、オクタンチオ酸３－（５－エチル－２－｛２－エチル－４－ヘキシルオキシカルボ
ニルオキシ－２－ヘキシルオキシカルボニルオキシメチル－３－［２－（３－オクタノイ
ルスルファニル－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－２－イルオキシ］－ブ
トキシ｝－５－ヘキシルオキシカルボニルオキシメチル－［１，３，２］ジオキサシリナ
ン－２－イル）－プロピルエステル、オクタンチオ酸３－（５－エチル－２－｛２－エチ
ル－４－ヘキシルカルバモイルオキシ－２－ヘキシルカルバモイルオキシメチル－３－［
２－（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－
２－イルオキシ］－ブトキシ｝－５－ヘキシルカルバモイルオキシメチル－［１，３，２
］ジオキサシリナン－２－イル）－プロピルエステル、オクタンチオ酸３－（５－エチル
－２－｛２－エチル－４－ヘキシルカルバモイルオキシ－２－ヘキシルカルバモイルオキ
シメチル－３－［２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン
－２－イルオキシ］－ブトキシ｝－５－ヘキシルカルバモイルオキシメチル－［１，３，
２］ジオキサシリナン－２－イル）－プロピルエステル、酢酸２－［エトキシ－（４－メ
ルカプト－ブチル）－メチル－シラニルオキシメチル］－２－［エトキシ－（３－メルカ
プト－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、Ｎ－｛２－［エ
トキシ－（４－メルカプト－ブチル）－メチル－シラニルオキシメチル］－２－［エトキ
シ－（３－メルカプト－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチル｝－アセ
トアミド、炭酸２－［エトキシ－（４－メルカプト－ブチル）－メチル－シラニルオキシ
メチル］－２－［エトキシ－（３－メルカプト－プロピル）－メチル－シラニルオキシメ
チル］－ブチルエステルプロピルエステル、チオ酢酸Ｓ－［３－（エトキシ－｛２－［エ
トキシ－（４－メルカプト－ブチル）－メチル－シラニルオキシメチル］－２－プロポキ
シカルボニルオキシメチル－ブトキシ｝－メチル－シラニル）－プロピル］エステル、チ
オ酢酸Ｓ－［３－（エトキシ－｛２－［エトキシ－（４－メルカプト－ブチル）－エトキ
シ－シラニルオキシメチル］－２－プロポキシカルボニルオキシメチル－ブトキシ｝－エ
トキシ－シラニル）－プロピル］エステル、酢酸２－｛２－アセトキシメチル－２－［｛
２－アセトキシメチル－２－［エトキシ－（３－メルカプト－プロピル）－メチル－シラ
ニルオキシメチル］－ブトキシ｝－（３－アセチルスルファニル－プロピル）－メチル－
シラニルオキシメチル］－ブトキシ｝－５－エチル－２－（３－メルカプト－プロピル）
－［１，３，２］ジオキサシリナン－５－イルメチルエステル、オクタン酸２－｛２－オ
クタノイルオキシメチル－２－［｛２－オクタノイルオキシメチル－２－［エトキシ－（
３－メルカプト－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブトキシ｝－（３－オ
クタノイルスルファニル－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブトキシ｝－
５－エチル－２－（３－メルカプト－プロピル）－［１，３，２］ジオキサシリナン－５
－イルメチルエステル、酢酸２－［｛２－アセトキシメチル－２－［エトキシ－（３－メ
ルカプト－プロピル）－エトキシ－シラニルオキシメチル］－ブトキシ｝－（３－アセチ
ルスルファニル－プロピル）－エトキシ－シラニルオキシメチル］－２－［エトキシ－（
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３－メルカプト－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、酢酸
２－［｛２－アセトキシメチル－２－［エトキシ－（３－メルカプト－プロピル）－メチ
ル－シラニルオキシメチル］－ブトキシ｝－（３－アセチルスルファニル－プロピル）－
メチル－シラニルオキシメチル］－２－［（３－アセチルスルファニル－プロピル）－エ
トキシ－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、オクタン酸２－［｛２－オ
クタノイルオキシメチル－２－［エトキシ－（３－メルカプト－プロピル）－エトキシ－
シラニルオキシメチル］－ブトキシ｝－（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－
メチル－シラニルオキシメチル］－２－［（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）
－ジエトキシ－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、酢酸２，２－ビス－［（３－
アセチルスルファニル－プロピル）－（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ）－
メチル－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、酢酸２，２－ビス－［（３－アセチ
ルスルファニル－プロピル）－（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ）－エトキ
シ－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、オクタン酸２－［（３－オクタノイルス
ルファニル－プロピル）－（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ）－エチル－シ
ラニルオキシメチル］－２－［（２，２－ビス－ヒドロキシメチル－ブトキシ）－（３－
メルカプト－プロピル）－メチル－シラニルオキシメチル］－ブチルエステル、オクタン
酸２－［（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－エトキシ－（２，２－ビス－ヒ
ドロキシメチル－ブトキシ）－シラニルオキシメチル］－２－［（２，２－ビス－ヒドロ
キシメチル－ブトキシ）－（３－メルカプト－プロピル）－エトキシ－シラニルオキシメ
チル］－ブチルエステル、およびオクタン酸２－［エトキシメチル－（２，２－ビス－オ
クタノイルオキシメチル－ブトキシ）－（３－オクタノイルスルファニル－プロピル）－
シラニルオキシメチル］－２－［（２，２－ビス－オクタノイルオキシメチル－ブトキシ
）－（３－メルカプト－プロピル）－エトキシ－シラニルオキシメチル］－ブチルエステ
ルからなる群より選択される少なくとも一つの硫黄含有シラン産物を提供する、請求項９
に記載のプロセス。
【請求項１６】
　ａ）シリカ、二酸化チタン、アルミノケイ酸塩、アルミナ、粘土、滑石およびカーボン
ブラックからなる群より選択される、自由流動性微粒子組成物の全重量に基づいて３０重
量パーセントから９９．９重量パーセントの量の少なくとも一つの微粒子充填剤；および
　ｂ）一般式（１）：
［Ｙ１ＳＧ１ＳｉＺθ］ｍ［Ｙ２ＳＧ２ＳｉＺθＺβ］ｎ［Ｙ３ＳＧ３ＳｉＺβ

３］ｏ［
Ｙ４ＳＧ４ＳｉＺβ

２Ｘ］ｐ［Ｙ５ＳＧ５ＳｉＺβＸ２］ｑ［Ｘ］ｒ　（１）
〔式中、
　Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４およびＧ５の各々は独立して、アルキレン基、アルケニレン基
、アリーレン基およびアラルキレン基からなる群より選択される、１５個までの炭素原子
を含有するヒドロカルビレン基であり；
　Ｘの各々は独立して、－Ｒ、－ＯＲ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｈ－Ａ２Ｇ６（ＯＨ）（Ｏ
－）、Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（ＯＨ）Ｏ－および［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２］２Ｇ
６Ｏ－からなる群より選択され、ここで、Ａ１の各々は独立して、Ｒ１とカルボニル基の
間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ａ２の各々は独
立して、Ｇ６とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－より選択さ
れ；Ｒの各々は独立して、１２個までの炭素原子を含有する直鎖、環状および分岐の、ア
ルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；Ｒ１

の各々は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する直鎖、環状もしくは分
岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択さ
れ；Ｒ２の各々は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状
もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群
より選択され；Ｒ３の各々は独立して、水素、および１から２９個までの炭素原子を含有
する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基、およびアラ
ルキル基からなる群より選択され；そして、Ｇ６は独立して３から１５個の炭素原子のヒ
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ドロカルビレン基であり；
　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、Ｙ４およびＹ５の各々は独立して、水素、およびアシル基、Ｒ３Ｃ
（＝Ｏ）－より選択され、ここでＲ３の各々は独立して、水素、および３０個までの炭素
原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基、
およびアラルキル基からなる群より選択され；
　Ｚβの各々は二つのケイ素原子の間の架橋構造を形成し、［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ
６（Ｏ－）２］０．５および［Ｈ－Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２］０．５からなる群より選択され
、ここでＡ１の各々は独立して、Ｒ１とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子およ
び－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ａ２の各々は独立して、Ｇ６とカルボニル基の間
の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ｒ１の各々は独立
して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アル
キル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；それぞ
れのＲ２は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしく
は分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選
択され；そして、Ｇ６の各々は独立して、３から１５個の炭素原子のヒドロカルビレン基
であり；
　Ｚθの各々は、ケイ素原子と環状構造を形成し、独立して、Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ
６（Ｏ－）２およびＨ－Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２からなる群より選択され、ここでＡ１の各々
は独立して、Ｒ１とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からな
る群より選択され；Ａ２の各々は独立して、Ｇ６とカルボニル基の間の共有化学結合、酸
素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ｒ１の各々は独立して、水素、および
１から１８個の炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニ
ル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；Ｒ２の各々は独立して、
水素、および１から１８個の炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル
基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；そしてＧ６

の各々は独立して、３から１５個の炭素原子のヒドロカルビレン基であり；
　下付文字ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、ｑおよびｒの各々は独立して整数であり、ここでｍは０もし
くは１であり;ｎは０から１８であり；ｏは０から２０であり；およびｐは０から２０で
あり；ｑは０から２０であり；およびｒは０もしくは１であり、但し
（ｉ）ｍが１であるとき、ｒが１でありかつｎ＋ｏ＋ｐ＋ｑは０である。
（ｉｉ）ｍが０であるとき、ｒが０でありかつｎ＋ｏ＋ｐ＋ｑは２と等しいかもしくは２
より大きい。
そして
（ｉｉｉ）シランは、構造［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２］０．５のＺβの少
なくとも一つもしくは構造Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２のＺθの少なくとも一
つを含有する。
という条件である〕の、微粒子（ａ）と予め混合されているか、ならびに／または微粒子
（ａ）と化学的に結合している、自由流動性微粒子組成物の全重量に基づいて０．１重量
パーセントから７０重量パーセントの量の少なくとも一つのシラン、
を含有する、自由流動性微粒子組成物。
【請求項１７】
　前記微粒子充填剤がシリカである、請求項１６に記載の自由流動性微粒子組成物。
【請求項１８】
　前記微粒子がシリカとカーボンブラックとの混合物、およびシリカとアルミナの混合物
からなる群より選択される少なくとも一要素である、請求項１６に記載の自由流動性微粒
子組成物。
【請求項１９】
　（ａ）溶液重合スチレン－ブタジエンゴム、乳化重合スチレン－ブタジエンゴム、天然
ゴム、ポリブタジエンゴム、エチレン－プロピレン－ジエンモノマー三元重合体およびア
クリロニトリル－ブタジエンゴムからなる群より選択される少なくとも一つのゴム成分、
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（ｂ）シリカ、二酸化チタン、アルミノケイ酸塩、アルミナ、粘土、滑石およびカーボン
ブラックからなる群より選択される、ゴム１００重量部当たり０．０５から２５重量部の
量の少なくとも一つの微粒子充填剤、および
（ｃ）一般式（１）：
［Ｙ１ＳＧ１ＳｉＺθ］ｍ［Ｙ２ＳＧ２ＳｉＺθＺβ］ｎ［Ｙ３ＳＧ３ＳｉＺβ

３］ｏ［
Ｙ４ＳＧ４ＳｉＺβ

２Ｘ］ｐ［Ｙ５ＳＧ５ＳｉＺβＸ２］ｑ［Ｘ］ｒ　（１）
〔式中、
　Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４およびＧ５の各々は独立して、アルキレン基、アルケニレン基
、アリーレン基およびアラルキレン基からなる群より選択される、１５個までの炭素原子
を含有するヒドロカルビレン基であり；
　Ｘの各々は独立して、－Ｒ、－ＯＲ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｈ－Ａ２Ｇ６（ＯＨ）（Ｏ
－）、Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（ＯＨ）Ｏ－および［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２］２Ｇ
６Ｏ－からなる群より選択され、ここで、Ａ１の各々は独立して、Ｒ１とカルボニル基の
間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ａ２の各々は独
立して、Ｇ６とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－より選択さ
れ；Ｒの各々は独立して、１２個までの炭素原子を含有する直鎖、環状および分岐の、ア
ルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；Ｒ１

の各々は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する直鎖、環状もしくは分
岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択さ
れ；Ｒ２の各々は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状
もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群
より選択され；Ｒ３の各々は独立して、水素、および１から２９個までの炭素原子を含有
する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基、およびアラ
ルキル基からなる群より選択され；そして、Ｇ６は独立して３から１５個の炭素原子のヒ
ドロカルビレン基であり；
　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、Ｙ４およびＹ５の各々は独立して、水素、およびアシル基、Ｒ３Ｃ
（＝Ｏ）－より選択され、ここでＲ３の各々は独立して、水素、および３０個までの炭素
原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基、
およびアラルキル基からなる群より選択され；
　Ｚβの各々は二つのケイ素原子の間の架橋構造を形成し、［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ
６（Ｏ－）２］０．５および［Ｈ－Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２］０．５からなる群より選択され
、ここでＡ１の各々は独立して、Ｒ１とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子およ
び－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ａ２の各々は独立して、Ｇ６とカルボニル基の間
の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ｒ１の各々は独立
して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アル
キル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；それぞ
れのＲ２は独立して、水素、および１８個までの炭素原子を含有する、直鎖、環状もしく
は分岐の、アルキル基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選
択され；そして、Ｇ６の各々は独立して、３から１５個の炭素原子のヒドロカルビレン基
であり；
　Ｚθの各々は、ケイ素原子と環状構造を形成し、独立して、Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ
６（Ｏ－）２およびＨ－Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２からなる群より選択され、ここでＡ１の各々
は独立して、Ｒ１とカルボニル基の間の共有化学結合、酸素原子および－ＮＲ２－からな
る群より選択され；Ａ２の各々は独立して、Ｇ６とカルボニル基の間の共有化学結合、酸
素原子および－ＮＲ２－からなる群より選択され；Ｒ１の各々は独立して、水素、および
１から１８個の炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル基、アルケニ
ル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；Ｒ２の各々は独立して、
水素、および１から１８個の炭素原子を含有する、直鎖、環状もしくは分岐の、アルキル
基、アルケニル基、アリール基およびアラルキル基からなる群より選択され；そしてＧ６

の各々は独立して、３から１５個の炭素原子のヒドロカルビレン基であり；
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　下付文字ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、ｑおよびｒの各々は独立して整数であり、ここでｍは０もし
くは１であり;ｎは０から１８であり；ｏは０から２０であり；およびｐは０から２０で
あり；ｑは０から２０であり；およびｒは０もしくは１であり、但し
（ｉ）ｍが１であるとき、ｒが１でありかつｎ＋ｏ＋ｐ＋ｑは０である。
（ｉｉ）ｍが０であるとき、ｒが０でありかつｎ＋ｏ＋ｐ＋ｑは２と等しいかもしくは２
より大きい。
そして
（ｉｉｉ）シランは、構造［Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２］０．５のＺβの少
なくとも一つもしくは構造Ｒ１Ａ１Ｃ（＝Ｏ）Ａ２Ｇ６（Ｏ－）２のＺθの少なくとも一
つを含有する。
という条件である〕の、ゴム１００重量部当たり０．０５から２５重量部の量の少なくと
も一つの硫黄含有シラン、
を含有するゴム組成物。
【請求項２０】
　少なくとも一つの構成要素が請求項１９に記載のゴム組成物の硬化したものである、タ
イヤ、工業製品、靴底、ホース、シール、ガスケットおよびケーブルジャケットからなる
群より選択される製品。
　
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　他の実施態様において、自由流動性充填剤微粒子組成物は
ａ）少なくとも一つの微粒子充填剤；および
ｂ）微粒子充填剤（ａ）と混合されているおよび／もしくは化学結合している少なくとも
一つの式（１）のシラン
を含有して提供される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　ここでの他の実施態様において、式（１）のシランはエラストマー樹脂（すなわちゴム
）と充填剤の間のカップリング剤として有用である。硫黄含有シラン組成物は、高い加工
粘度、望まれるより低い充填剤の分散、未成熟の硬化（スコーチ）および悪臭のようなメ
ルカプトシランの使用に典型的に付随する不利益な副作用無しに、高効率にメルカプタン
および／もしくはブロック化メルカプタンをを利用できるという点で独創的である。これ
らの利点は、メルカプタン基が利用に際してジオールもしくはヒドロキシル含有化合物を
遊離させる高い沸点の化合物の一部であることにより得られる。この非硬化発現混合ステ
ップ中に、環状および／もしくは架橋のアルコキシシリル基は充填剤と反応し得る。硫黄
含有シラン組成物、自由流動性充填剤組成物およびゴム組成物はここに記載されるように
、そして／または当業者に公知の方法によって硬化され得る。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００６７】
　硬化剤の添加に先立って、ならびに／または硬化剤の添加と同時のヒドロキシル含有化
合物のゴム配合物への添加は、アミン、アミド、スルフェンアミド、チウラムおよびグア
ニジンのような硬化剤および極性物質の効果的な使用にとって有利である。シランカップ
リング剤と組み合わされてヒドロキシル含有化合物が、式（１）のシランの一部としてで
あれ、または遊離ヒドロキシル含有化合物としてであれ、排他的に添加されると、これら
の化合物はゴム配合プロセスにとって有利である。それらの機能は自由流動性充填剤組成
物の分散、ならびに硬化反応の促進もしくは遅延を含む。ヒドロキシル含有化合物は、硬
化剤がシリカ表面に結合する傾向にあるのに干渉し、それによりそれらがゴムマトリック
ス中にとどまってそれらの機能を実施するようにすることによって硬化剤の機能を促進さ
せる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　自由流動性充填剤組成物中に存在する硫黄含有シランの量は、自由流動性充填剤組成物
の全重量に基づいて、０．１から約７０重量パーセント、そしてより具体的には０．５か
ら２０重量パーセントの範囲であり得る。自由流動性充填剤組成物中の充填剤の量は、自
由流動性充填剤組成物の全重量に基づいて、９９．９から３０、そしてより具体的には９
９．５から８０重量パーセントの範囲であり得る。充填剤は５から１００ｐｈｒの、より
具体的には２５から８０ｐｈｒの、そしてもっとも具体的には５０から７０ｐｈｒの範囲
の量で使用できる。
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